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戸籍の窓口 （７月25日～８月24日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

８月 会議 ・行事名
１ 知事との意見交換会、副町長就任式
２ 昭和村長来庁、駒止湿原保護協議会役員会

5 南会津地方広域市町村圏組合管理者会
南会津地方環境衛生組合管理者会

７ 大桃夢舞台
９ EWM社長来庁
10 会総協南会津地方部会町村会議長会合同による県庁要望
14 令和３年度成人式

渡部町長の公務百景 （ № 04 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

15 令和４年度二十歳のつどい
19 農業振興地域整備計画協議会
22 西根川流域対策検討会議
23 舟鼻峠改良促進期成同盟会県要望
24 第2回荒海財産区議会定例会
25 県庁要望

26 南会津地方環境衛生組合議会定例会
南会津地方広域市町村圏組合議会定例会

28 町職員採用候補者試験、ふれあい歌と踊りの祭典
29 ようこそ町長室へ（舘岩、南郷）
30 都市計画用地地域一部見直しにかかる住民説明会
31 課長会議

今月号の目次

　Ｐ２  ：特集
　　　　　　 令和３年度成人式、令和４年度二十歳のつどい

　Ｐ６  ：役場からのお知らせ
　　　　　 県知事選挙（10/30）　　　　　　      など（９件）

　Ｐ11 ： くらしの情報
　　　　　 南会津サイクルスタンプラリー　　   など（5件）

　Ｐ12  ：まちの話題
　　　　　 男女共同参画コーナー　　　　　     など（18件）

　Ｐ18 ：学び舎スケッチ
　　　　　 町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ22 ： 健康通信
　　　　　 むし歯ゼロのお友だち、健康増進普及月間
　　　　　 すまいるだより、日曜当番医、健康レシピ

　Ｐ26 ：文芸・戸籍など
　　　　　 伊勢道中記、文芸ごよみ、渡部町長の公務百景、
　　　　　 戸籍の窓口、今月号の目次、編集後記

　Ｐ28 ：Only One
　　　　　 岡本幸大さん、今月号の表紙、９月の納税こよみ

編集後記

◆家事シェアの記事を編集しながら、見えない家事はほとんど
　家族に頼りっきりで、たまの料理や、お風呂掃除をした程度
　で、ドヤ顔をしている自分を恥じました。できることから始
　めたいと思います。
◆さて、８月が去ると、途端に夏の終わりを感じます。季節の
　変わり目、体調を崩されませんようご自愛ください。
　　ご意見 ・ご要望はコチラまで　　

　総合政策課　馬場貴大　kouhou@minamiaizu.org

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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伊勢
道中記

　一行は、旅の30日目に当たる
３月14日に無事伊勢に着き、元
三日市大夫次郎家に16日まで宿
泊しました。3月15日は、今井
水一郎と石井八重次郎にそれぞ
れ案内料8銭(約1,000円)を払い
伊勢神宮の内

ないくう

宮と外
げ く う

宮を参拝し
ました。さらに、内宮の御神楽
殿において5円(約6万3000円)を
支払って「小

し ょ う お か ぐ ら

御神楽」を奉納し

ました。神楽の奉納の様子につ
いて道中記には、４人の楽人が
演奏する音楽に合わせ４人の舞
姫が踊り、お供えは白

し ら き

木の三
さんぽう

宝
の上に昆布、青菜、麻、榊、か
わらけ15枚が載せられており、
神官から御神酒を頂戴したと記
されています。おそらく大金を
支払っての神楽の奉納は、伊勢
参宮を果たした６人にとって、

最も名誉なことで、故郷の人々
に自慢をすることができる行為
であったと考えられます。神楽
の奉納後一行は、石井八重次郎
の案内で内宮の末社に拝礼し宿
に帰りました。写真の神楽殿は
江戸時代、各御師の邸宅内にあ
りましたが、明治時代には神楽
殿は内宮に移され、1か所だけ
になっています。

第 16話第 16話

歴史シリーズ歴史シリーズ

【写真㊧】
　神楽殿は内宮に移
された、現在の伊勢
神宮内宮の神楽殿。


